















果を得た｡ しか し､そのときに二次元イジング模型では 'とび'を外挿することができ
たので､この方法を用いて､W(100)再構成表面の 'とび'の範囲を外挿することに し











近年､H20.Si02をは じめ とするい くつかの物 質 において､ 『圧力誘起非 晶
質化現象』 と呼 ばれ る新 しい非 晶質化過程 が兄 いだ された｡ この現象 は､ ｢溶
融解 き非晶質化｣と も表現 され､ 地球科学 的 には もちろん､ 構造 相転移の観点
か らは物理的に も非常 に興味深 い現象 であ る｡
ガ ラスに代表 され るよ うに､ 通常 われわれの目にふれ る ｢非晶質｣は､ 何 れ
も溶融状態か ら急 冷 す ることによって生成 され､ 結 果 と して出発物質 よ りも密
度 が低い疎 な構造 を取 る｡ ところが､ 圧力誘起非 晶質化 において は､ 出発物 質
よ りも密度 が高 い ｢非晶質｣が､ しか も従来考え られ なか ったよ うな低温 にお
いて形成 され る と考 え られ､ 従来の ｢非晶質｣税 に修正 を迫 るよ うな現象 で あ
るといえる｡
H20(Jcelh )が 77X.～lGPaで非晶質化す ることを兄 いだ した Nishima ら
は､ その非 晶質相 について密度 測定 ･熱測定 をお こない､ この相転移 は固相 に
おけ る一種 の溶融現 象であ り､ その転移点 はJcelh相_の meltingcurveの外挿
線上 にある ､ と推論 した ●1｡ また このほか に も､ 最近 にな って多 くの物 質 につ
いて圧力誘起非 晶質 化が観測 され､ 様 々な測定方法 が取 られて い るが､ 非 晶質
転移 の メカニズム自体 につ いて系統的 に言及 した報告 は少 ない｡
そ こで本実験 の主 な目的 を､ 非晶質 の生成領域 の決定 と Mishinaの仮説 の検
証 のふたっ と し､ この現 象 の機構解明を進 め ることに した｡ 試料 には､ 既 に報
告 されている Si02 の圧 力誘起非晶質化･2に注 目 して､ そのアナ ロジー と して
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Ge02を選 び､ ダイアモ ン ドア ンビルを用 いた高温高圧 X線 その場観察を中心
に して種々の実験 を行 った｡ その結果､
① 結晶一非晶質転移の境界線 は､ 出発物質 であ る quartz型相 (高温低圧 相)
の Tbeltingcurveの外挿線 とほぼ一致す る｡
② 室温で 16GPa以下では､ 生成 した非晶質 内 に quartz的構造 と rutile(
低温高圧相)的構造 が混在 してい る｡
③ 生成 した非 晶質 は､ 高圧下 においては容易 に結晶化 しない｡
等の ことが確認 され た｡
これ らか ら､ Ge02の圧力誘起非晶質化現象 は､ 基本的には Mishinaらに よ
るモデルに沿 って発現 していることが分か った｡
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16.極低温､超高圧下の磁気測定装置の開発
清 水 克 哉
現在､ ダイヤモ ン ドの単拭晶 を用 いた ダイヤモ ン ドア ンビルセル (以下 DA
C )を使 って､ 盛 んに高圧力下の物性測定が行われ ているが､ 我 々は､ DAC
と冷凍概 を組 み合 わせた磁気滴定 を行 うことによ り圧力誘起型超伝導体や磁性
体の可能性 を追求 す るこ とに した.
DACは手軽に超高圧 を発生で きるに も関 わ らず､ 装 置 自体は非 常に小型で
あ ることか ら冷凍 概に取 り付けて極低温 に冷却す るのには有利 であ るが､ 試料
体積が庵めて小 さい (～ 10~3 Jn 3) ため物 性測定 には それに伴 う困難が避 け
られない｡ 投化滴 定 を行 うサ ンプルは相対的 に非常 に大 きな高圧セルの 中にあ
ることにな り､ 滴 定すべ き信号が十分な感度 で得 られ るかが問題 とな る｡ 我 々
は､ 非磁性 高圧材 料 と して鋼ベ リリウム を用 いて DACを設計 し､ 希釈冷凍機
をは じめ とす る冷 凍概に取 り付け､ 極微量計 科 に対嘩 して高感度な測定 を行 う
ぺ くSQU II)税 東計に よる磁化測 定 を試み た.
DACは､ 阪大 極限セ ンターで もよ く使われ て い るBasset型セル を も
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